
C O N T E N T S 
物知り博士
に聞こう！ 

 夏真っ盛りのオーストラリア。各地で強烈な熱波に見舞われており、シドニー郊外のペンリス
では1月8日に最高気温が47.3℃となり、1939年に記録した観測史上最高の47.8℃に
次ぐ記録となったんじゃ。 
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実は知らないオーストラリアのあんなコトやこんなコト・・・ 

 鉄鉱石や石炭、食糧などの一大供給国として、日本を含めた世界の多くの国々と貿易を通じて友好関係を築いてきたオー

ストラリア。現在までに数多くの国・地域とFTA（自由貿易協定）を締結しており、日本とも、安倍首相と当時のアボット首相

との間で日豪経済連携協定（JAEPA）が2014年に結ばれ、投資や貿易の機会のさらなる創出が期待されています。 

 オーストラリアの貿易の中身を見てみると、鉄鉱石や金、天然ガスなどの資源を主に輸出する一方で、乗用車や通信装置・

部品などの完成品を輸入していることが分ります。資源に乏しい一方で自動車や電器などを製造し輸出する我が国とオースト

ラリアは貿易の相性が良いといえるかも知れません。 

 一方で、資源国というイメージを持たれることの多い同国ですが、金融や医療、教育など内需型の第3次産業（サービス産

業）が経済の中心となっていることも大きな特徴のひとつでしょう。 

http://dfat.gov.au/about-us/publications/trade-investment/australias-trade-in-goods-and-services/Pages/australias-trade-in-goods-and-services-2016.aspx 

貿易に関するデータ（2016年） 

順位 輸出入貿易相手 輸出品 輸入品 

1 中国（23.1％） 鉄鉱石（16.3%） 個人旅行サービス（8.3%） 

2 米国（9.6％） 石炭（12.8%） 乗用車（6.3%） 

3 日本（9.1％） 教育関連旅行サービス（6.6%） 精製油（4.3%） 

4 韓国（4.8％） 金（5.7%） 通信装置・部品（3.5%） 

5 英国（4.3％） 天然ガス（5.4%） 貨物運送サービス（2.6%） 

※カッコ内はそれぞれの総数に占める割合。 出所：豪州外務貿易省 
FTA（自由貿易協定）締結国・地域 
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※締結順に記載。 出所：JETRO 

https://www.globalnote.jp/post-4900.html 

https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/gtir/2017/19.pdf 



https://stock.adobe.com/jp/ 

 
Q テニスの全豪オープン。これまで日本人男子
シングルスで最高成績を挙げたのは誰？？  

①松岡修造 ②錦織圭 ③佐藤次郎

物知り博士のオーストラリアクイズ③ 

答えは・・最終ページにあります。 

世 界 遺 産 

 アボリジニの聖地である「ウルル」。後に英国の探検家によって「エ

アーズロック」と名付けられたこの大きな一枚岩は「地球のへそ」とも呼

ばれ、広大なオーストラリアのイメージを印象づける景勝地のひとつで

す。このウルルと、近接する「オルガ山」ことカタ・ジュタ一帯は「ウルル

＝カタ・ジュタ国立公園」として1987年にユネスコの自然遺産に登

録されました。また、アボリジニの文化的側面が評価される形で、

1994年には文化遺産にも登録されています。 

 「世界で一番大きな一枚岩！」といわれることの多いウルルですが、

実は世界で一番大きな一枚岩は同じオーストラリアの西部に存在す

る「マウント・オーガスタス」で、ウルルはそれに次ぐ世界第2位の大きさ

となります。マウント・オーガスタスはウルルの2.5倍もの大きさを誇りま

すが、知名度ではウルルの圧勝といえるでしょう。 

第 2 回 

Australia now  

テニスの全豪オープンが開催 

 テニス世界四大大会のひとつである全豪オープンが1月8日～28日までメルボルンで開催されました。全豪オープンは時差

や季節の違いなどから、欧米の選手にとってはコンディショニングが難しく、番狂わせの多い大会ともいわ

れます。今回、男子シングルスではスイスのロジャー・フェデラーが全豪通算6度目（！）となる優勝、女子シングルスではデ

ンマークのキャロライン・ウォズニアッキが悲願のグランドスラム初優勝を果たしました。 

 また、車いすの部では男子シングルスで国枝慎吾が3年ぶり9度目（！！）となる優勝、女子シングルスでも上地結衣が準

優勝を果たすなど、日本人選手の強さが目立ちました。国枝はシングルスで四大大会通算21回の優勝、上地も23歳ながら

同5回の優勝を誇り、これからも彼らの活躍から目が離せません。 
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 ターンブル首相が1月18日に来日し、安倍首相と会談しました。自

身の首相就任から間もない2015年12月以来の来日で、自衛隊と

オーストラリア軍による共同訓練を視察したり、都内を地下鉄で移動

するなどして話題となりました。 

ターンブル首相が来日 



 

Gourmet 

グルメ（美食） 
 

 世界各国の評論家、美食家が選ぶ「世界のベストレ
ストラン50 2017」の授賞式が、2017年4月、メルボ
ルンで行われました。1位はニューヨークのレストランとな
りましたが、ホスト国となったオーストラリアは、初登場を
含む２店が32位・44位にそれぞれランクインしました。 
 オーストラリア政府観光局は、2013年より「美食大
陸オーストラリア」と銘打ったキャンペーンを開催しており、
オーストラリアの食やワインを世界的に広め、観光客の
増加に繋げようと積極的に取り組んでいます。 
 オーストラリアは、訪れる前は食事に期待していないが、
訪問後は「食べ物がおいしい国」として名前をあげる人が
多い“隠れ美食国”ともいわれます。良質な食材の産地
としての恵まれた自然環境と、活気ある経済情勢がこう
した食文化の発展を後押ししているともいえるでしょう。 
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Invention 

発明 
 

 世界で最初に開発されたインフルエンザ治療薬「リレン
ザ」や飛行機に搭載される「フライトレコーダー」などオース
トラリアで発明されたものは数多くあります。 
 その中で最も古いものは、世界で最古の民族といわれ
るアボリジニーズの発明品です。今では日本で遊具として
も浸透しているブーメランは、彼らが過酷な環境のなかで
生き抜く為に生み出したアボリジニーズの代表的な発明
品です。 
  

答えは・・③佐藤次郎です。 
1932年大会でベスト4の成績を残しました。ちなみに
女子シングルスの最高成績も、1973年の沢松和子と
1994年の伊達公子が記録したベスト4となっております。 

物知り博士のオーストラリアクイズ③の答えは・・ 

Holiday 

休日 
 

 オーストラリアの人々は存分に休暇を満喫している
イメージがありますが、意外にも祝日は多くありません。
全州共通の祝日は、オーストラリア・デー、グッド・フラ
イデー、イースター・マンデーや、戦争と平和維持に従
事し亡くなった人たちを追悼するアンザック・デー、クリ
スマス・デー、ボクシング・デーなど。 
 これに加え、各州ごとに異なる休日が定められてい
ますが、オーストラリアならでは！といえるのは、ビクトリ
ア州の休日です。国民的行事となっている競馬のメ
ルボルンカップ（Melbourne Cup）やオーストラリア
ンフットボールの最高の大会であるAFLグランドファイ
ナル（AFL Grand Final）が行われる日が祝日と
なり、家族や仲間と観戦を楽しむのが通例のようです。 

 
 
編集後記 
第2回目の豪州世界遺産は「ウルル」をご紹介いたしました。
「世界で一番大きなあの岩を一度見てみたい！」と思っていま
したが、実は2番目なのですね。。これからも知っているようで知
らない？オーストラリアの魅力を発信してきたいと思います！                     
                   営業企画部 上田・徳久 
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